
1 省資材化、経済性が向上
	 標準タイプのテールアルメの長所はそのままに、省資材化、経済性がさらに向上しました。

2 高い安定性と追随性
	 数多くの実績・経験を重ね、高い安定性・追随性が確立された十字形スキンを使用します。

3 部材使用量を適正化
	 作用力の少ない壁上部のストリップをより合理化し、部材使用量が適正化されました。

4 幅広ストリップを採用
	 A3は壁面の安定性・追随性に配慮したトライアングル配置で、摩擦抵抗力を1.3倍に引上げた幅広ス

トリップを使用します。

5 全体の補強材長を短縮
	 高強度ストリップ（幅60mm）を巧みに使い分け、全体の補強材長の短縮を実現しました。

特　長

テールアルメ
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平面図 平面図

正面図 右側面図 正面図 右側面図

平面図 平面図

正面図 右側面図 正面図 右側面図

形状・寸法図
標準用（Aタイプ） 天端用（Bタイプ）

最下段用（Cタイプ） 天端用（Dタイプ）
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仕様 幅広仕様

規 格： 黒皮・亜鉛めっき
形 状： × ×
許容引張応力度：σsa ㎡
重 量：

規 格： 黒皮・亜鉛めっき
形 状： × ×
許容引張応力度：σsa ㎡
重 量：

③ボルト・ナット ④水平目地材 ⑤透水防砂材

規 格： ×
六角ボルト

許容せん断応力度： ㎡

形 状： × ×
材 質：高密度コルテ
重 量：

形 状： × ×
材 質：長繊維不織布
重 量：

①掘削状況 ③スキンの組立て

④ストリップの敷設状況 ⑤撒きだし状況

⑥締固め状況
（ヘルメットはちゃんとかぶりましょう）

主要部材

施工手順（概要）

①コンクリートスキン

⑤透水防砂材

④水平目地材

③ボルト・ナット

②ストリップ

【②ストリップ】 【副資材】

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

テールアルメ
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重 量：

形 状： × ×
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重 量：

①掘削状況 ③スキンの組立て

④ストリップの敷設状況 ⑤撒きだし状況

⑥締固め状況
（ヘルメットはちゃんとかぶりましょう）

主要部材

施工手順（概要）

①コンクリートスキン

⑤透水防砂材

④水平目地材

③ボルト・ナット

②ストリップ

【②ストリップ】 【副資材】

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

「NETIS」登録番号 No.QS-170031-A
テールアルメFS
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ボルト２本取付

ボルト２本取付

テールアルメFS
「NETIS」登録番号 No.QS-170031-A

80


